
スリップフォーム工法の問題点は，コールドジョイントが発生しやすい点とコンクリートの強度が十分に発現する前に
型枠を移動することによるコンクリート表面の乱れやせん断力の影響により，コンクリートの耐久性の低下が懸念され
る点です。本研究は，スリップフォーム工法に適用するコンクリートの最適配合を選定し，コンクリートの耐久性の定
量的評価や耐久性向上のための品質改善手法の確立を目的としました。

本研究で開発したスリップフォーム工法用コンクリートは，凝結抑制と硬化促進の相反する性能を確保することで安定
した品質で施工することができます。また，コンクリートの強度が十分に発現する前に型枠を移動するため，コンクリー
ト表面には気泡や皺が多く発生しますが，型枠脱型直後に「仕上げ」を行い，生じた気泡や皺などの表層の乱れを抑え
ることで耐久性も向上させます。

コンクリートの凝結抑制や超若材齢時のコンクリートの強度促進を高性能 AE 減水剤と硬化促進剤の添加量をコンク
リート温度に応じて調整することによるコンクリートの品質改善効果や，型枠脱型直後にコンクリート表面を仕上げる
ことによる耐久性向上効果が明らかとなり，施工方法としてより合理化を図れ，スリップフォーム工法の適用範囲の拡
大につながるものと考えられます。
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トレント法による透気係数の測定結果コンクリート表面の状況
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